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各位  

2023 年 12 月 25 日 

公益財団法人 日本英語検定協会 

 

 
 

英検 新設級（準 2 級と 2 級の間）に関する最新のお知らせ［続報］ 
 

 

公益財団法人 日本英語検定協会（以下、英検協会）は先般のご案内のとおり、実用英語技能検定（以下、英検）

の準 2 級と 2 級の間に新たな級を導入する予定です。英検（従来型）/英検 S-CBT ともに 2025 年度からの開始を目

指し、開発を進めております。 「英検に新設級（準 2 級と 2 級の間）導入のお知らせ ～2025 年度より開始予定～」（2023 年 9 月 29 日付） 

 

このたび、新設級に関する続報としまして、「新設級が測る英語力」、ならびに新設級の問題例（一例）を昨日 12 月 24

日（日）に開催しました「日本英語検定協会主催 英語教育オンラインセミナー2023」にご参加いただいた英語教育に携

わる方々に向けて発表いたしましたので、その概要をお知らせいたします。  

 

 

新設級が測る英語力とは 

 

新設級では、どのような英語力を測定するか、準 2 級、2 級と合わせてご案内いたします。 
 

⚫ 準 2 級は日常生活における簡単な理解（読む・聞く）や産出（話す・書く）の能力を中心に測定し、 

学習指導要領の英語コミュニケーション I や CEFR A2 レベルの能力記述文が表す英語力を中心に測定。 
 

⚫ 一方、2 級は社会的な話題を扱い、より高次の認知的活動に求められる英語力を測定し、学習指導要領の 

英語コミュニケーション III や CEFR B1 レベルといった、「Independent User」を念頭においた英語力を中心       

に測定。 
 

⚫ 新設級は、準 2 級と 2 級の橋渡しとして、身近な社会的話題について扱う予定。 

語彙や統語的構造などは 2 級より認知的負荷が低いものとし、準 2 級よりは抽象度が高い話題について、 

詳細で具体的な情報を処理する力を測定。 

 

  

 
 

  

https://www.eiken.or.jp/eiken/info/2023/pdf/20230929_info_newgrade.pdf
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新設級の概要 

 

審査基準 

 

身近な話題であれば、社会生活に必要な英語を理解し、また使用することができる。 
  

＜参考＞ 

2 級：社会生活に必要な英語を理解し、また使用することができる。 

準 2 級：日常生活に必要な英語を理解し、また使用することができる。 

内容 

［一次試験］リーディング、リスニング、ライティング 

［二次試験］スピーキング 

 問題数・試験時間は、2 級の問題数・試験時間を目安として検討しています。 

試験結果 
 合否および CSE スコア(0～2500)   

※合格ラインと CEFR の対応は現在調査検討中です。 

上記の内容は今後の分析・検討により変更することがあります。 

 

 

●英検 5 級から 1 級までの各級の級取得にみる英語学習を登山にたとえたイメージ図 
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新設級の問題サンプルにつきまして、現行の 2 級/準 2 級と比較し、一例としてご紹介いたします。 

＜長文問題の例＞ 

 
 

⚫ 文構造や語彙について難易度を下げることにより（英語コミュニケーション II にもある「一定の支援」のように） 

認知的負荷を低減した一例 

 

＜設問の例＞ 

 
 

⚫ 文構造や語彙について難易度を上げることにより（英語コミュニケーション II にもある「一定の支援」のように） 

認知的負荷を高めた一例 

 

 

今後とも、新設級に関する更新情報は随時ご案内してまいります。 

 

 

 


